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「長
能
私
記
」
逸
文
孜

―

「塵
荊
砂
』
の
位
相
―

序

例
え
ば
、
「塵
荊
抄
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

和
歌
ヲ
バ
側
劇
川
利
詞
ニ
モ
、
五
形
ノ
妹
也
。
詞
二
出
ヲ
妹
ト
シ
、

心
二
識
ヲ
徳
ト
ス
。
春
ノ
林
東
風
二
動
キ
、
秋
虫
ノ
北
露
二
鳴
モ
、

皆
和
歌
ノ
外
也
卜
云
へ
瞥
∝

こ
の

「長
能
ガ
私
記
」
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
伝
本
が
な
く
、
そ

の
実
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「冷
泉
家
草
子
目
録
」

に
よ
れ
ば
、
「伊
勢
物
語
注
」
、
「知
顕
集
」
に
は
じ
ま
る
五
十
三
種
の

「伊
勢
物
語
』
関
係
の
書
が
指
摘
で
き
、
そ
の
中
に
、
こ
の

「長
能
私

記
」
の
名
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「冷
泉
家
草
子
目
録
」
は
、

冷
泉
為
久
が

「以
文
保
之
比
筆
跡
、
写
留
了
」
と
奥
書
に
記
し
て
い
る

よ
う
に
、
文
保
の
頃
の
冷
泉
家
の
主
に
あ
た
る
藤
原
為
相
貧

一
一二舎
Ｔ

一
〓
三
八
）
の
蔵
書
目
録
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
五
十
三
種
の
う
ち
、

現
在
残

っ
て
い
る
も
の
は
皆
無
に
等
し
い
の
で
あ
り
、
「知
顕
集
』
が

現
在
の
そ
れ
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
他
は
、
空
を
つ
か
む
が
ご

と
く
、
実
体
を
捉
え
る
す
べ
も
な
い
の
で
あ
ぁ
∝

松
原
　
一
義

本
稿
は
、
そ
の
「長
能
私
記
」
の
逸
文
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
実
体
に
せ
ま
り
、
併
せ
て
、
「塵
荊
抄
』
の
位
相
を
も
明
ら
か
に
し

て
み
よ
う
と
し
た
試
み
の

一
報
告
で
あ
る
。

一　

八
代
集
の
根
源

１

「能
基
」
の
こ
と

こ
の

「塵
荊
抄
』
の

「長
能
ガ
私
記
」
と
似
た
内
容
を
示
す
も
の
を

あ
げ
る
と
、
ま
ず

『古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
（以
下
コ
三
流
抄
」
と

略
称
す
る
）
の
記
事
が
指
摘
で
き
る
。

側
酬
劇
利
訓
二
云
、
和
歌
ハ
是
五
行
外
、
詞
二
書
ヲ
妹
ト
シ
、
心

ヲ
知
ル
ヲ
徳
ト
ス
。
春
ノ
林
ノ
東
風
二
動
キ
、
秋
ノ
虫
ノ
北
露
ニ

晴
モ
、
皆
、
是
、
腎
卜
見
ヘ
タ
リ
。
和
歌
ノ
外
也
卜
焉
”

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
記
事
が
、
伊
達
文
庫
蔵

『古
今
和
歌
集
詰
訓
』
（伊

九
一
一
二
〓
一―
九
）
に
も
見
え
る
。

こ
の

『三
流
抄
」
と
は
、
「古
今
に
三
の
流
あ
り
。
一
に
定
家
、
一
一に

家
隆
、
一一一に
行
家
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
の
が
大
き
な
特
色
で
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あ
る
。
伝
本
は
多
い
が
、
東
京
大
学
蔵
本
に
の
み
、
「弘
安
九
年
十
二
月

十
八
日
古
今
序
談
義
畢
。
定
家
余
風
。
能
基
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

藤
原
為
顕
の
弟
子
能
基
が
手
に
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
能

基
に
つ
い
て
は
、
「金
剛
仏
子
阿
閣
梨
能
基
」
と
も
称
さ
れ
、
「伊
豆
山

密
厳
院
法
印
覚
玄
」
に
師
事
し
た
と
い
う
説
も
あ
時
Ｙ
特
に
そ
の
宮
内

庁
書
陵
部
蔵

『金
玉
双
義
』
所
載
の
「古
今
和
歌
集
師
資
相
伝
血
脈
譜
」

の
能
基
の
注
記
に
は
、
さ
ら
に

「住
伊
勢
国
」
と
も
見
え
、
彼
は
東
密

の
僧
と
し
て
関
東
に
痕
跡
を
残
し
、
あ
る
い
は
ま
た
伊
勢
に
も
住
ん
だ

こ
と
が
あ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。

そ
の

コ
ニ
流
抄
』
の
説
は
、
謡
曲
を
は
じ
め
、
「曾
我
物
語
』
、
「太
平

記
」
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
謡
曲

『高
砂
」
に
よ
れ
ば
、
次

の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

し
か
る
に
同
蘭
洲
ョ
劇
に
も
、
有
情
非
情
の
そ
の
声
、
皆
歌
に
漏

る
る
事
な
し
。
草
木
土
沙
、
風
声
水
音
ま
で
、
万
物
の
こ
も
る
心

あ
り
。
春
の
林
の
、
東
風
に
動
き
、
秋
の
虫
の
、
北
露
に
鳴
く
も
、

皆
和
歌
の
姿
な
ら
ず
や
。
な
か
に
も
こ
の
松
は
、
万
木
に
す
ぐ
れ

て
、
十
八
公
の
よ
そ
ほ
ひ
、
千
秋
の
緑
を
な
し
て
、
古
今
の
色
を

見
ず
、
始
皇
の
御
爵
に
、
あ
づ
か
る
ほ
ど
の
木
な
り
と
て
、
異
国

に
も
、
本
朝
に
も
、
万
民
こ
れ
を
賞
翫
贅
∝

こ
の

「長
能
が
言
葉
」
が
、
先
の

「長
能
私
記
」
に
相
当
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
「謡
言
粗
志
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
か

ら
で
あ
る
。

然
る
に
長
能
か
言
葉
に
も

此
二
側
鮒
詞
Ｈ
引
副
対
劇
爾
刷
劇
日
翻
祠
記
引
コー
列
列
側
羽
司

副
引
馴
矧
∃
創
Ψ
・・中
略
…

春
の
は
や
し
の
東
風
に
う
こ
き
秋
の
む
し
の
北
露
に
な
く
も
み
な

和
歌
の
す
か
た
な
ら
す
や

側
翻
祠
記
ズ
和
歌
ハ
是
五
行
ノ
体
也
詞
二
出
ス
ヲ
歌
ト
シ
心
ニ

知
レ
ル
ヲ
体
ニ
モ
レ
ス
春
ノ
林
ノ
東
風
二
動
キ
秋
ノ
虫
ノ
北
露

二
鳴
モ
皆
和
歌
ノ
体
ニ
モ
レ
ズ
有
情
非
情
共
二
歌
ノ
道
ヲ
ハ
オ

コ
ス
也
卜
．√

北
露
ト
ハ
秋
ク
レ
ハ
露
ヒ
ヤ
ヽ
カ
ニ
ナ
リ
テ
北

ヨ
リ
吹
風
ノ
イ
タ
ク
身
ニ
シ
ミ
虫
ノ
声
ヨ
ハ
リ
行
ヲ
北
露
二
鳴

ト
ハ
云
ナ
距

「長
能
私
記
」
の
語
が
三
度
に
わ
た
っ
て
見
え
て
お
り
、
こ
の
謡
曲

『高
砂
』
が
そ
れ
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

「和
歌
は
、
五
行
の
体
也
」
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
束
密
の
僧

の
和
歌
観
を
反
映
し
て
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
い」
の
「長
能
私
記
」

は
、
ほ
ぼ
同
様
な
形
で
、
能
楽
の
詞
章
に
も
引
か
れ
、
「謡
曲
拾
葉
集
』

（寛
保
元
年
序
、
須
原
屋
茂
兵
衛
板
）
に
も
見
え
る
。

か
く
し
て
、
ヨ
一流
抄
』
に
見
え
た

「長
能
私
記
」
は
、
「塵
荊
抄
」
、

謡
曲

『高
砂
」
、
「謡
曲
拾
葉
集
」
な
ど
に
引
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

２

「玉
伝
」
の
こ
と

『三
流
抄
』
（≡

一九
～
≡
一δ
頁
）
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
記
事

が
見
え
る
。

文
徳
天
皇
、
天
安
元
年
正
月
廿
八
日
二
住
吉
行
幸
ア
リ
。
此
時
、
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業
平
御
伴
二
参
ル
時
、
玉
壇
二
脆
テ
社
頭
ヲ
礼
シ
奉
リ
シ
ニ
、
魂
、

「長
能
私
記
」
に
は
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
が
語
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

天
ニ
カ
ケ
リ
、
恵
風
心
二
涼
シ
。
此
時
、
一
首
ヲ
ヨ
ミ
テ
大
明
神

の
で
あ
る
。

二
奉
ル
．

こ
れ
に
対
し
て
、
「古
今
秘
事
相
承
之
来
由
』
（仮
題
）
に
も
、
「長
能

吾
ミ
テ
モ
久
シ
ク
成
ヌ
住
吉
ノ
岸
ノ
姫
松
イ
ク
世
経
メ
ラ

私
記
」
の
名
は
見
え
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
話
が
見
え
、
そ
の
後
に
、

ン

次
の
よ
う
な
記
事
が
続
く
。

此
時
、
業
平
廿
五
歳
也
。
此
時
、
明
神
玉
ノ
ト
ボ
ソ
フ
押
開
キ
、
赤

衣
ノ
童
子
卜
現
ジ
テ
、
御
返
歌
、

ム
ツ
マ
シ
ト
君
ハ
白
波
ミ
ヅ
ガ
キ
ノ
ヒ
サ
シ
キ
代
ョ
ナ
嚢

ソ
メ
テ
キ

此
時
、
二
巻
ノ
書

ヲ
業
平

ニ
タ

マ
フ
。
此
書

ヲ
業
平
ガ
ニ
男
在
少

将
滋
春
二
伝
フ
。
此
心
ヲ
側
翻
利
詞
ニ
ム
、
息
男
滋
春
ハ
、
父
公

之
遺
筆
二
加
・■

丁
，す
鶏
・。
芹
川
ノ
行
幸
ョ
リ
奥
是
也
。
和
歌
ノ

奥
義
、
好
色
之
道
ヲ
伝
ヘ
タ
ル
故
也
卜
書
ケ
リ
。
抑
、
滋
春
、
両

巻
ノ
内

一
巻
ヲ
伝
へ
、
一
巻
ヲ
バ
不
レ
伝
。
其

一
巻
ト
ハ
、
阿

（古

根
浦
）
ヲ
バ
伝
ヘ
テ
玉

（伝
）
ヲ
バ
不
伝
也
。
業
平
、
天
照
太
神
ニ

玉

（伝
）
ヲ
奉
ル
。
業
平
ノ
時
ヨ
リ
延
喜
マ
デ
五
代
ノ
朝
二
無
也
。

五
代
ト
ハ
、
清
和

・
陽
成

。
光
孝

・
宇
多

・
醍
醐
也
。

天
安
元
年

（八
五
七
）
正
月
廿
八
日
、
文
徳
天
皇
が
住
吉
神
社
に
行
幸

し
、
業
平
が
そ
の
お
供
を
し
た
。
時
に
廿
五
歳
の
業
平
が
ヨ
冒
ヽ
テ
モ
」

の
歌
を
詠
む
と
、
大
明
神
が
業
平
に
二
巻
の
書
を
賜
っ
た
。
そ
れ
が
「玉

伝
」
と

「阿
古
根
浦
」
の
秘
伝
だ
っ
た
。
業
平
は
そ
の

「玉
伝
」
を
天

照
太
神
に
奉
り
、
「阿
古
根
浦
」
を
二
男
の
滋
春
に
伝
授
し
た
。
滋
春
は

そ
の
「父
之
遺
筆
」
に

「
一
丁
の
幼
案
」
を
加
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

去
程
に
、
業
平

一
期
の
後
、
玉
伝
を
ば
大
神
宮
へ
奉
納
、
阿
古
根

を
ば
二
男
の
滋
春
に
伝
へ
た
り
。

か
く
て
、
延
喜
の
御
時
に
至
て
、
御
夢
想
の
告
に
任
せ
て
、
小
車

の
錦
の
袋
を
大
神
宮
へ
奉
り
し
、
勅
使
、
古
き
御
袋
を
給
り
て
帰

り
参
り
け
れ
ば
、
彼
袋
の
内
に
此
玉
伝
あ
り
。
其
時
、
帝
を
始
て

和
歌
に
大
事
有
事
を
し
ろ
し
め
し
て
、
彼
貫
之
ら
に
仰
せ
て
、
此

集
を
撰
給
い
て
、
此
度
の
悦
の
奉
幣
と
せ
ら
れ
し
と
な
り
。

去
程
に
、
我
見
て
も
の
歌
は
、
八
代
集
の
根
源
と
申
す
に
驚
∝

延
喜
帝
は
大
神
宮
か
ら
授
け
ら
れ
た

「玉
伝
」
に
よ
り
、
貫
之
た
ち

に
命
じ
て

『古
今
和
歌
集
』
を
撰
ば
せ
た
。
そ
れ
故
、
「我
見
て
も
」
の

歌
を

「
八
代
集
の
根
源
」
と
称
す
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『玉
伝
深
秘
巻
」
（図
書
寮
、
伏
―
一
一五
四
）

で
は
、
「長
能
私
記
」
の
名
は
見
え
ぬ
が
、
先
と
同
様
の
こ
と
が
語
ら

れ
、
そ
の
「玉
伝
」
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
コ
一傷
衆
ノゴ
撃
ヤ
ンテ催
戯
句

ニヲ
ヨ
ボ
サ
ヾ
ル
秘ヒ憾
」
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。ち
な
み
に
、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
も
う

一
本
の

『玉
伝
深
秘
巻
」
（図
書
寮
、
一
一二ハ六

―
一
一七
七
）
で
は
、
コ
一條
家
」
を

「
一
條
家
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
異
伝
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。



さ
ら
に
、
『古
今
和
歌
集
抄
」
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
な
記
事
が
見
え
る
。

こ
の

「古
今
和
歌
集
抄
」
で
は
、
明
神
が
感
応
し
て
返
歌
を
詠
み
、
二

巻
の
秘
書
を
業
平
に
伝
授
し
た
の
は
、
「神
の
歌
に
め
で
給
ふ
証
拠
」
だ

と
し
、
「長
能
私
記
」
の
名
は
見
え
な
い
が
、
そ
の
二
巻
の
秘
書
に
関
し

て
は
、
先
の

『三
流
抄
』
の
説
な
ど
の
相
伝
関
係
を
踏
襲
し
な
が
ら
、

そ
の
後
日
談
が
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。

延
喜
御
時
、
内
側
曰
剰
□
新
使
と
し
て
参
宮
有
し
時
、
夢
に
太
神

宮
彼
書
を
醍
醐
帝
に
譲
給
ふ
と
見
て
う
ち
お
と
ろ
け
は
、
枕
の
辺

に
彼
書
有
け
る
を
取
て
帰
洛
し
て
□
而
奏
聞
被
申
け
れ
は
、
恭
な

く
思
召
て
御
覧
す
れ
は
歌
曲
以
下
お
は
し
ま
す
。
其
様
に
此
集
を

撰
し
て
太
神
宮
に
ま
い
ら
さ
せ
給
ぉ
∝

先
の

「古
今
秘
事
相
承
之
来
由
』
に
見
え
た

「勅
使
」
が

「内
大
臣

兼
隆
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
彼
は
、
「公
卿
補
任
』
な
ど
に
も
見
え

ず
、
実
在
し
な
い
人
物
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
「彼
書
」
が

「玉
伝
」
で

あ
り
、
「此
集
」
が

「古
今
和
歌
集
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

「玉

伝
」
で
は
な
く

『古
今
和
歌
集
』
が
太
神
官
に
献
上
さ
れ
る
点
、
ョ
一流

抄
』
の
説
を

一
歩
進
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「塵
荊
抄
』
上

全
一五
四
～
二
五
五
頁
）
に
は
、
次
の
記
事
が

見
え
る
。
人
皇
五
十
五
代
文
徳
天
皇
道
康
、
天
安
元
年

■
′丑
、
住
吉
へ
行

幸
ノ
時
、
左
近
衛
中
将
在
原
業
平
卿
、
供
奉
シ
玉
テ
神
前
ニ
テ
、

我
見
テ
モ
久
ク
成
ヌ
住
吉
ノ
岸
ノ
妃
松
幾
代
経
ヌ
覧

卜
詠
給
ヘ
バ
、
明
神
感
応
ノ
余
ニ
ヤ
、
Ｊ
弓
り童
形
卜
顕
現
シ

一

首
、
ご
曜
シ
ト
君
ハ
知
ジ
ナ
瑞
解
ノ
久
敷
キ
代
ョ
リ
棚
イ
初ッ
メ
テ
キ

ト
御
返
詠
ヲ
被
下
ケ
ル
時
、
業
平
卿
恐
慢
ト
ヲ
ノ
ゝ
キ
、
恭
長
ト

ラ
ソ
レ
、
稽
首
ト
ウ
ヤ
マ
イ
、
再
拝
ト
ヲ
ガ
ミ
給
ヘ
バ
、
神
殿
ヨ

リ
玉
伝
卜
云
秘
抄
ヲ
親
リ
ニ
玉
り
、
末
代
和
歌
ノ
仙

卜
成
給
ヒ
、

次
男
少
将
蔭
春
二
相
伝
ス
。
今
時
ハ
阿
古
根
浦
口
伝
卜
共
二
官
中

二
在
ト
カ
ヤ
。

こ
れ
に
も
、
「長
能
私
記
」
の
名
は
見
え
な
い
が
、
歌
は
、
先
の
二
書

の
「む
つ
ま
し
と
」
の
歌
の
第
二
句
の
「
し
ら
浪
」
が

「し
ら
じ
な
」
と

異
同
を
示
す
程
度
で
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
秘
伝
の
二
書

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
、
「阿
古
根
浦
」
ば
か
り
で
な
く
、
「玉
伝
」
を

も
、
滋
春

（蔭
春
）
が
伝
授
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

３

「長
能
私
記
」
の
和
歌
解
釈

『弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

夏
虫
ノ
身
ヲ
イ
タ
ヅ
ラ
ニ
ナ
ス
コ
ト
モ
ヒ
ト
ツ
思
ニ
ョ
リ
テ
ナ

リ
ケ
リ

測
劇
詞

ギ

ニ
云
、
不
レ
及
在
鴛
」
卜身
ヮ
如
レ
島
二
勇
虫
′
爆
一
だ

。
玉

虫
ハ
虫
ノ
中
ノ
女
ニ
テ
有
ル
ヲ
、
ョ
ロ
ゾ
ノ
虫
ノ
思
カ
ケ
テ
「寝
」

卜
云
ヘ
バ
、
「暗
二
火
ヲ
取
テ
コ
ヨ
」
卜
云
。
サ
テ
、
万
ノ
虫
、
火

雌鳳利、梓時期物刹一凱濤一″］醐瑚鋼卿糎引．見ヘタリ。

こ
の
歌
は
、
「古
今
和
歌
集
』
巻
第
十

一
、
恋
歌

一
、
五
四
四
に
所
収



さ
れ
て
い
る

「読
入
し
ら
ず
」
歌
群
に
見
え
る
。
そ
れ
を
こ
の
注
釈
書

で
は
、
「長
能
ガ
私
ノ
註
」
を
引
き
、
大
江
惟
章
が
小
町
を
恋
し
て
詠
ん

だ
歌
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

「毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
」
第
三
巻
、
覇
旅

「唐
衣
」
の
歌
の
注
に

も
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

此
歌
伊
勢
物
語
也
。
業
平
東
へ
下
事
シ
カ
ラ
ス
ト
云
り
。
今
ノ
段

ハ
正
ク
下
リ
タ
リ
ト
見
タ
リ
。
何
可
二
心
得
一歎
。
又
劇
劇
側
劇
利

訓
ニ
モ
心
３

・東
海
違
一言
亮
型
奥
国
′堤
・卜
云
り
。
此
モ
ク
タ
ラ
ス

ト
見
タ
リ
。
ア
ツ
マ
ノ
方
ヘ
ト
云
者
実
ノ
ア
ツ
マ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。

東
山
二
住
ヲ
云
也
。
東
卜
云
文
字
ヲ
ハ
ア
ツ
マ
ト
ョ
メ
リ
。
此
ハ

業
平
二
条
ノ
后
ヲ
奉
犯
ニ
ヨ
リ
テ
勅
勘
ア
リ
。
東
山
白
河
関
白
忠

仁
公
皇
房
太
政
大
臣
ニ
ア
ツ
ケ
ヲ
カ
ル
ヽ
ヲ
云
也
。
ト
モ
ト
ス
ル

人
ヒ
ト
リ
フ
タ
リ
ト
云
者
、
紀
有
常
平
定
文
等
業
平
力
友
タ
ル
故

二
、
此
事
同
意
シ
タ
ル
ラ
ム
ト
テ
、
同
ク
東
山
二
被
預
置
一七
”

こ
こ
で
は
、
「長
能
私
記
」
を
引
き
、
業
平
の
東
下
り
も
、
実
は
東
国

に
下
っ
た
の
で
は
な
ぐ
、
一
一条
后
と
の
許
さ
れ
ぬ
恋
に
よ
り
、
都
の
内

の

「東
山
」
に
住
む
こ
と
を
言
う
の
で
あ
り
、
「東
山
関
白
藤
原
良
房
」

に
預
け
ら
れ
た
こ
と
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
「塵
荊
抄
」

の
そ
れ
と
同
根
の
「伊
勢
物
語
難
儀
抄
』
に
も
、
「あ
つ
ま
へ
ゆ
か
さ
る

を
ゆ
き
た
る
と
い
ふ
事
」
と
い
う
条
が
あ
り
、
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
言

「ヽ′。
な
り
ひ
ら
百
日
の
し
ゆ
つ
し
を
と

ヽ
め
ら
れ
て
、
な
ら
の
京
に
な

か
を
か
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
は

ヽ
の
す
む
ふ
る
さ
と
へ
つ
か
は
じ

て
う
ち
こ
め
ら
れ
し
を
、
あ

つ
ま

へ
は

い
か
せ
ら
れ
た
り
と

い
ふ

な
し

「東
山
」
と

「奈
良
の
長
岡
」
と
の
相
違
は
生
じ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ

る

「東
国
」
と
は
違
う
と
こ
ろ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵

『伊
勢
物
語
注
　
冷
泉
流
』
２

ｏ
六
―

一
七

工Ｏ

に
も
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

文
集
云
、
九

し、麟
だ
と
男
二如
レ
購
メ
ぎ
草
之
几
一と
ぃ
へ
り
。
さ

れ
は
女
を
草
と
い
へ
は
こ
ゝ
に
草
の
上
と
は
后
也
。
露
と
は
な
け

く
心
也
。
側
翻
利
謝
デ
、
影
筆如
レ
露
鋭
■
レ
瀧
っと
い
へ
り
。
さ
れ

は
草
の
上
の
露
は
后
の
事
也
。

こ
の
注
も
、
「文
集
』
を
引
き
な
が
ら
、
「長
能
私
記
」
を
も
本
説
と

し
て
、
「草
の
上
の
露
」
に
独
特
の
解
釈
を
し
て
み
せ
る
。
な
お
、
こ
れ

肇

蜀

競

籐

箋

薇
鮮
踵

呻
勢
物
瓢”抄
」、
大
暑

一
番

ま
た
、
『定
家
流
伊
勢
物
語
註
』
に
も
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

長
能
私
記
れ
、
悲
歎
是
多
シ。
二
条
后
者
今
日
為
Ｌ
編
ざ
喘
泣
澤

一フ殉
。
有
鳥
娘
ふ
往
留
ル元
トレ
人
Ｌ
」
“）　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〓
）

二
条
后
と
有
常
娘
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
業
平
の
恋

人
で
あ
り
、
業
平
と
の
別
れ
を
悲
じ
む
記
事
と
な
っ
て
お
り
、
同
根
の

記
事
群
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
』
會
一七
三
頁
）
に
は
、
次
の
記
事
が

見
え
る
。
同
劇
詞
二
後
撰
集
ノ
仮
名
序
ヲ
更
テ
書
ク
詞
二
云
、
大
和
記
九

・
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蘇
我
ノ
郷
稲
田
娃
■
弓
一山
が
海
下
照
色
・卜
云
ヘ
リ
。

現
存

『後
撰
和
歌
集
」
に
は
、
序
文
は
な
い
。
そ
の
仮
名
序
が
か
つ

て
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
大
和
詞
の
お
こ
り
を
稲
田
姫
に
始
ま
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
『塵
荊
抄
』
下

（四
二
頁
）
に
は

次
の
記
事
が
見
え
る
。

彼
清
地
里
二
宮
作
、
稲
田
妃
卜
住
給
シ
時
、
八
雲
之
詠
在
キ
。
此

歌
舟

一
字
二
文
字
ヲ
定
ム
ル
始
也
。

こ
の

「弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
」
（四
〇
一
頁
）
に
は
、
さ
ら
に
次
の

記
事
も
見
え
る
。

知
卜
云
ヘ
バ
枕
ダ
ニ
セ
デ
ネ
シ
モ
ノ
ヲ
チ
リ
ナ
ラ
ヌ
名
ノ
空
ニ

立
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
勢

同
飼
副
ム
、
引
史
記
男
レヘ在

威
疑
ビ
者
、
以
二
賢
島
一為
レ
幸
卜
、
苦
シ”

島
儲
」
私
ん
名
立
二
塵
灰
卜
・実
。
此
歌
、
寛
平
二
年
十
月
廿
六
日
ノ

歌
合
二
読
也
。

「長
能
私
記
」
は
、
こ
こ
で
は

「史
記
』
を
引
き
、
『古
今
集
』
六
七

六
の
歌
の
解
説
を
し
て
い
る
。
「寛
平
二
年
十
月
廿
六
日
ノ
歌
合
」
は
、

蝿
灘
異
積
罐
‐こで憂
輔岬薇隷
尤
幹
一ョ認

は
見
え
な
い
。

こ
の

「弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
」
（四
四
一
頁
）
は
、
さ
ら
に

『古
今

集
」

一
七
〇
の
歌
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

カ
ハ
カ
ゼ
ノ
ス
ヾ
シ
ク
モ
ア
ル
カ
ウ
チ
ヨ
ス
ル
浪
ト
ト
モ
ニ
ヤ

ア
キ
ハ
タ
ツ
ラ
ン

秋
立
日
ト
ハ
寛
平
九
年
ノ
秋
也
。
ウ
ヘ
ノ
ヲ
ノ
コ
ド
モ
ト
ハ
、
男

恒

・貫
之

・友
則

・滋
春
等
也
。
セ
ウ
エ
ウ
ト
云
二
三
義
ア
リ
。
源

氏
ニ
ハ
祝
ヲ
云
。
日
本
記

。
伊
勢
物
語
ニ
ハ
ア
ソ
ビ
ヲ
云
。
古
語

拾
遺
ニ
ハ
王
ノ
恵
ヲ
云
。
源
氏
ニ
ハ
柏
木
ノ
右
衛
門
督
ノ
椎
ヲ
奉

タ
リ
ケ
レ
バ
、
セ
ウ
エ
ウ
ノ
日
鉢
ニ
ウ
ケ
給
卜
云
。
セ
ウ
エ
ウ
ト

ハ
、
祝
用
卜
書
り
。
祝
用
ノ
吉
日
ナ
ド
云
ハ
皆
祝
ヲ
云
也
。
在
復
）

拾
遺
ニ
セ
ウ
エ
ウ
ト
ハ
照
耀
卜
書
り
。
是
ハ
国
王
ノ
御
恵
ノ
光
ヲ

云
。
同
田
瀾
訓
ニ
ハ
、
戴
霜
戴
星
雖
レ
経
■
ハ
旬
ヮ
・ん
遇
二
照
島
証
・

卜
書
り
。
今
、
此
古
今
二
云
所
ハ
、
ア
ソ
ビ
ノ
義
也
。
逍
遥
ハ
古

今
ノ
義
也
。
歌
二
義
ナ
シ
。

こ
れ
は
、
貫
之
の

「か
は
せ
う
え
う
」
の
歌
で
あ
る
が
、
そ
の

「せ

う
え
う
」
に
つ
い
て
、
諸
説
を
あ
げ
る
。
「長
能
私
記
」
で
は
、
「照
耀
」

と
書
き
、
「古
語
拾
遺
」
と
同
じ
く

「国
王
の
御
恵
の
光
」
の
意
味
を
示

す
と
い
う
。

さ
ら
に
、
「弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
』
（四
四
八
～
四
四
九
頁
）
に
は
、
次

の
記
事
も
あ
る
。

タ
レ
ミ
ヨ
ト
花
サ
ケ
ル
ラ
ン
白
雲
ノ
タ
ツ
ノ
ト
ハ
ヤ
ク
ナ
リ
ニ

シ
モ
ノ
ヲ

此
歌
二
、
花
サ
ケ
ル
ラ
ン
ト
ハ
、
大
納
言
源
昇
、
元
慶
六
年
九
月

廿
日
二
莞
テ
、
其
年
ノ
シ
ハ
ス
ニ
、
彼
娘
ヲ
召
テ
内
裏
ノ
上
童
ト

セ
ン
ト
セ
ラ
レ
ケ
ル
時
、
シ
キ
リ
ニ
メ
シ
テ
装
束
ナ
ド
ヲ
ク
リ
給

ケ
レ
バ
、
ス
マ
ヒ
ケ
レ
ド
モ
カ
ナ
ハ
デ
、
マ
イ
ル
ト
テ
、
ヨ
ミ
テ

奉
ル
歌
也
。
タ
レ
ミ
ヨ
ト
テ
カ
カ
ル
栄
花
ノ
サ
ケ
ル
ラ
ン
ト
テ
ヨ
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メ
リ
。
白
雲
ノ
タ
ツ
野
ト
ハ
ヤ
ク
ナ
リ
ニ
シ
モ
ノ
フ
ト
ハ
、
自
雲

ノ
タ
チ
ア
ル
ル
野
ト
ナ
リ
シ
宿
卜
云
事
也
。
同
測
詞
二
、
文
選
ノ

漢
王
ノ
賦
ノ
心
ヲ
引
テ
カ
ケ
リ
。
自
雲
ハ
昔
跡
燕
昭
之
際
、
紅
葉

今
詠
在
林
之
家
卜
書
り
。
文
ノ
心
ハ
、
燕
ノ
太
子
死
給
タ
リ
シ
ニ
、

九
里
松
野
原
二
葬
シ
奉
リ
タ
リ
シ
カ
バ
、
白
雲
常
ニ
ヲ
ホ
ヘ
リ
。

ソ
レ
ヲ
シ
ル
シ
エ
テ
ツ
カ
ヘ
シ
人
々
常
二
見
テ
歎
ケ
ル
ヲ
云
也
。

白
雲
ノ
タ
ツ
野
ト
ヨ
ム
、
其
心
也
。
在
林
ト
ハ
在
中
将
也
。
在
原

ノ
在
卜
、
羽
林
ノ
林
ト
ラ
取
テ
在
林
卜
云
也
。
是
ハ
、
在
中
将
、
東

五
条
ノ
家
ニ
カ
ヘ
デ
ヲ
カ

ヽ
リ
ニ
ウ
エ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
近
キ
世
マ

デ
枯
レ
ズ
シ
テ
有
ケ
レ
バ
、
家
バ
カ
リ
、
主
ハ
カ
ハ
レ
ド
モ
、
其

紅
葉
昔
ニ
カ
ハ
ラ
ズ
。
其
事
ヲ
人
モ
ヲ
ホ
ク
歌
ニ
ヨ
メ
リ
。
ソ
レ

ヲ
引
テ
長
能
モ
カ
ケ
ル
也
。
此
木
、
近
キ
世
二
焼
失
シ
テ
ナ
シ
。

タ
レ
ミ
ョ
ト
ノ
歌
ヲ
読
テ
奉
リ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
彼
娘
イ
ト
マ
給
テ

尼
二
成
リ
テ
法
輪
二
籠
レ
リ
。
法
輪
ノ
尼
ト
ハ
是
也
。

こ
の
「長
能
私
記
」
は
、
「文
選
」
の
漢
王
の
賦
を
引
用
し
て
説
明
す

２一
。ま
た
、
ヨ
一流
抄
』
（一
一ユハ
七
～
一
一ユハ
八
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事

も
見
え
る
。鋼
卿
顎
輝
羹
諸
郭
嗅講Ч

賢
ニ
マ
シ
ノ
ヽ
ヶ
レ
バ
、
受
禅
有
ベ
キ
ニ
テ
有
シ
ヲ
、
聞
玉
ヒ
テ
、

位
二
即
ナ
バ
出
離
ノ
道
絶
ナ
ン
ト
思
召
テ
、
十
九
二
テ
出
家
シ
玉

ヒ
テ
…
中
略
・色
塁
り
玉
ハ
ズ
。
余
リ
ニ
請
奉
リ
ケ
レ
バ
、
終
二
吉

野
川
二
身
ヲ
ナ
ゲ
テ
死
二
玉
フ
。
丸
ヨ
リ
世
ヲ
ノ
ガ
ル
ヽ
事
ニ

一ム
。

こ
こ
に
も
、
儒
教
思
想
に
よ
る
小
倉
親
王
の
行
動
規
範
が
語
ら
れ

る
。
お
な
じ
く
、
ヨ
一流
抄
」
（二
八
八
頁
）
に
は
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

側
田
利
詞
二
云
、
君
子
無
言
二
心
、
其
言
如
鉄
石
難
権
。
少
人
有

多
心
、
其
言
不
定
似
三
飛
鳥
河
替
二
淵
瀬
・．
サ
レ
バ
、
此
川
ハ
淵

瀬
替
り
易
キ
処
也
。

「長
能
私
記
」
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
多
く
前
記
の
よ
う
な
独
特
の
解

釈
で
あ
り
、
出
典
や
人
物
を
指
摘
し
て
も
、
そ
れ
を
史
実
に
探
っ
て
み

る
と
そ
こ
に
辿
り
着
け
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
世
的
な
独
自
の
和
歌
解

釈
の
世
界
が
、
「長
能
私
記
」
に
は
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一
　

『伊
勢
物
語
』
の
根
源

１

「阿
古
根
浦
」
の
秘
伝
と

「鳥
羽
玉
」
の
歌
の
不
審

さ
て
、
大
明
神
か
ら
伝
え
ら
れ
た
二
巻
の
秘
書
の
う
ち
、
「阿
古
根

浦
」
の
方
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

神
宮
文
庫
蔵

『伊
勢
物
語
髄
脳
」
（林
崎
文
庫
本
）
は
、
「左
近
権
中
将

在
原
朝
臣
滋
春
謹
序
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
書
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に

も
、
文
徳
の
聖
主
が
住
吉
に
行
幸
す
る
記
事
が
見
え
る
。

あ
こ
ね
の
う
ら
の
回
伝
イ
本
根
作
伎
と
。
物
語
二
云
、
太
上
天
皇
住

吉
に
御
幸
な
り
給
ふ
と
云
は
、
文
徳
天
皇
、
天
安
元
年
正
月
十
八

日
、
す
み
よ
し
へ
ま
う
で
さ
せ
給
ふ
。
同
開
り
利
詞
に
云
、
こ
と
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に
お
リ
マう
ど
来
の
け
は
、
文
徳
の
聖
主
住
吉
へ
み
ゆ
き
な
り
給
ふ

が
、
な
．げ
ひ
．ダ
が
ヽ
よ
み
し
寄
を
ひ
ざ
ま
づ
き
て
玉
壇
の
上
に
ひ

そ
か
に
是
を
た
て
ま
つ
る
と
き
、
た
″
」ゝが
あ
ふ
ぎ
ヽ
天
の
め
ぐ

み
風
す
ゞ
し
。
然
に
、
明
神
た
Ｃ
ｔ
ぴ
に
の
た
ま
は
く
、
則
、
中

将
本
意
を
の
ぶ
と
思
へ
り
。
む
か
し
よ
り
、
に
ぃ
き
の
資
ダ
の
ち

ぎ
り
、
弁
才
た
で
な
る
も
の
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
な
り
ひ
ら
が

よ
め
る
う
た
は
、
是
ぼ
♂
ゞ

（Ｏ
き
や
う
ハ
ぽ
の
ぐ
れ
ん
に
あ

ら
ず
。
た
や
す
く
す
る
に
よ
し
な
し
と
神
勅
を
蒙
り
て
、
こ
れ
を

回̈
力、らずしてご」れか』なの資げ
のあらはる
はヽじめ

先
に

「三
流
抄
』
で

「正
月
廿
八
日
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
が

「十
八

日
」
と
な
る
の
は
誤
記
で
あ
ろ
う
が
、
明
神
が
神
勅
を
下
し
、
「あ
こ
ね

の
う
ら
」
を
示
す
。
こ
こ
に
は
、
「長
能
の
私
記
」
の
名
が
見
え
て
お

り
、
「文
徳
の
聖
主
住
吉
行
幸
」
の
記
事
が
そ
の
書
に
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
「長
能
私
記
」
は
、
本
来
、
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
た
ら
し

く
、
そ
の
引
用
さ
れ
た
逸
文
は
、
稀
に
訓
読
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、

た
い
て
い
漢
文
体
に
な
っ
て
い
る
。
「定
家
流
伊
勢
物
語
註
」
含
一五
二
～

二
五
一一頁
）
に
は
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

本
二
本
一ム
さ
ァ

瓢
劇
田
剤
罰
聾
ム
、

熟
一
ハ
父
．ガ
賜
一平
城
第
三
之
皇
子
阿
保
親
王
第
二
ぼ
読
一・母
，ざ

礼
一、
桓
武
第
八
之
寵
姫
伊
豆
内
親
王
．
一′
男
也
。
春
秋
二
人
之
歳

恭
将
カ
リ
ン王
５
．一以
降
、
Ｌ

一文
徳
清
Ｌ

一在
一数
歳
、
聾

一禁
辺
之

星
霜
ラ
・為
二
斎
宮
宇
佐
．が
使
卜
・。
両
度
毎
”
神
社
之
祭
祀
・。
襲
一匁
聘

翡
裟
努
崚
計
〓舒
靴
乳
移
濁特

ヌ

■

帖
之
遺
筆

一
覧

多

伊

勢
物
証
叫
一。
息
男
滋
春
卜
．〓
ｔ

偲

一
角

饂

Ｆ

鶏

一
ぁ

九

一
父

公

之

遺

証

一

。

又
云
夕
、
今
雌
グ
誌
群
膨
マ

』
．軋
ぎ
撰
上
招
之
乱
産
梅
コ
史
記
漢

書
之
へ
・。

一三
通
シ一一ァ五
乱

Ｌ
ふ
札
”
法

道
言
＝
＝
＝
日

又
れ
、若
紫
払
員

・春
日
野
草
為
不
レ
絶
思
日
＝
＝
＝
日
間
ノ構
賢
キ

秘

彪

格
駆

船

跡

翼

話

詩

売
工実
。

又
れ
、
不
レ
烈
二
王
仁

一見
■

一条
五
条
面
后
ヮ
・、
不
シ
”
憚
二
神
込
で

犯
二寵
宮
梅
ギ
ニ
鳥
・。

凱
凄

獅
寿

設

璃

歎
・一器

不
透

暑

肇

臣
ル

島

昇
糞
諦
叫騨
跡
罐州天岳農
勇
評

軽
鮮
」
婚
〔詔
夢
引
憂
鰊
型
製
斡

灘
洋
続
動
線
缶
破
堀
鋼
銚
窮
暉
世
一埼
黎
確

御
手
洗
河
で
決
ぎ
を
し
た
こ
と
、
東
下
り
の
こ
と
な
ど
も
語
ら
れ
て
い
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２

一

。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『伊
勢
物
語
抄
』
に
も
、
「長
能
私
記
云
」
と
し

て
、
業
平
の

「男
女
会
合
之
行
」
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「阿
古
根
浦
の
秘
伝
」
と
は
男
女
の
会
合
の
こ
と
に
つ
い
て
記
し
た
も

の
で
、
「伊
勢
物
語
』
の
も
と
に
な
る
秘
伝
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
「冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
」
で
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

盤
ツモヽ
い
も
と
い
ふ
事
、
約
束
ば
か
り
に
て
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

必
あ
ひ
て
後
い
ふ
べ
し
。
然
に
、
業
平
五
歳
に
て
彼
女
に
滅
脅
た
る

と
い
ふ
事
不
見
。
然
ば
何
ぞ
い
も
と
い
ふ
哉
。
ぉ
五
歳
に
て
滅
っ
と

い
は
ば
、
其
儀
不
然
。
陰
陽
記
云
、
小
男
小
女
必
七
歳
始
嫁
道
と

い
へ
り
。
さ
れ
ば
、
五
歳
に
し
て
嫁
と
い
ふ
事
、
ふ
し
ん
也
。
答

云
、
側
酬
詞
ズ
、
得
業
平
好
色
哉
五
歳
語
夫
婦
交
と
い
へ
り
。
又
、

或
本
に
は
、
側
翻
詞
ズ
、
男
女
会
合
の
道
七
歳
契
、
業
平
五
歳
嫁

事
、
五
行
陰
陽
之
徳
を
あ
ら
は
せ
り
と
一‘
輸
∝

こ
の

「陰
陽
記
」
に
つ
い
て
は
、
先
掲
の
『定
家
流
伊
勢
物
語
註
」
に

も
何
度
か
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
そ
れ
が
引
か
れ
、
先
の
業
平

の
「男
女
会
合
の
道
」
を
説
い
た

『伊
勢
物
語
』
は
、
「
五
行
陰
陽
之
徳
」

を
現
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「或
本
」
の
説
が
、

「謡
言
粗
志
』
の
「井
筒
」
貧
三
六
頁
）
の
項
に
も
、
「長
能
私
記
云
」
と

し
て
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
（一
一九
一
一～
一
一九
三
頁
）
は
次
の
よ

つヽ
に
一言
つヽ
。

又
或
云
、
滋
春
少
将
が
事
を
側
翻
詞
デ
、
在
小
将
父
公
の
遺
筆
に

加

一
鷲
ち
妨
考

窮
戦
小
男
小
女
の
嫁
、
と
い
へ
り
。
小
男
小
女
と

云
は
、
二
神
醜
殉
の
時
を
い
ふ
と
見
へ
た
り
。
さ
れ
ば
、
業
平
嫁

を
む
ね
と
し
て
、
い
ざ
な
ぎ

。
い
ざ
な
み
の
始
を
顕
と
云
也
。

「
一
丁
幼
案
」
の
こ
と
は
後
で
述
べ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
「父
の

遺
筆
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た

「男
女
会
合
之
行
」
が
、
具
体
的
に
二

神
の
国
生
み
神
話
の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ

の
神
話
は
、
桃
園
文
庫
蔵

『伊
勢
物
語
髄
肛
製
に
も
、
「長
能
が
私
記
に

は
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
世
の
神
話
に
つ
い
て
、
ヨ
一流

抄
』
公
〓
〓
頁
）
は
、
烏
羽
玉
説
話
と
し
て
語
る
。

天
地
開
ケ
始
リ
テ
ケ
ル
時
ヨ
リ
出
来
ニ
ケ
ル
ト
云
二
、
二
義
ア

リ
。

一
ツ
ニ
ハ
、
伊
井
諾

。
伊
井
冊
尊
夫
婦
神
ト
シ
テ
日
本
国
ヲ

作
テ
マ家
ヒ
シ
給
ヒ
シ
時
、
伊
井
諾
尊
、
伊
井
冊
尊
二
再
ヲ
ョ
ミ
テ

奉
玉
フ
。浄
ル
Ｅ
野
吾
黒
髪
毛
花
げ乱
爾
結
急
余
部
を
ン
事
梶
我
恥

テ
モ
見
ン

此
可
々
ノ
最
初
也
。

こ
の
後
に
、
国
産
み
神
話
が
続
く
が
、
ョ
一流
抄
』
（同
頁
）
に
は
、
さ

ら
に
次
の
記
事
が
続
く
。

間
、
俊
頼
記
二
、
「大
和
歌
ハ
国
常
立
尊
二
始
ル
」
卜
云
フ
。
是
ニ

ハ
伊
弊
諾
尊
二
始
ル
ト
云
。
此
相
違
如
何
。
マ
タ
、
伊
井
諾
尊
ノ

可
ハ
日
本
紀
二
見
ヘ
タ
リ
。
国
常
立
ノ
毒
ハ
不
見
、
如
何
。

「三
流
抄
』
は
、
「烏
羽
玉
」
の
歌
を
伊
井
諾
尊
の
歌
と
す
る
が
、
「大
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和
歌
ハ
国
常
立
尊
二
始
ル
」
と
い
う

「俊
頼
記
」
の
説
を
引
い
て
疑
問

を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
こ
の

「
三
流
抄
」
（同
頁
）
は
、
次
の

よ
う
な
解
釈
を
し
て
み
せ
る
。

答
云
、
伊
井
諾
尊
卜
云
ヒ
国
常
立
卜
云
ハ
、
事
卜
性
ト
ノ
名
ニ
シ

テ
、
一
体
二
名
也
。
傷
チ

一
人
ナ
ル
故
、
伊
井
諾
尊
ノ
毒
ヲ
国
常

立
ノ
可
卜
俊
頼
ノ
云
ル
ヽ
也
。

す
な
わ
ち
、
先
の
矛
盾
を
、
伊
井
諾
と
国
常
立
を

一
妹
二
名
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
解
消
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
「古
今
和
歌
集
抄
』
（先
掲
拙
稿
）
で
も
、
「烏
羽
玉
」

の
歌
は
、
「天
地
ひ
ら
け
は
し
ま
り
け
る
時
よ
り
出
来
に
け
り
」
と
言

う
の
な
ら
、
「国
常
立
尊
」
の
歌
で
あ
り
、
そ
れ
が
不
審
だ
と
し
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
点
も
、
「古
今
和
歌
集
抄
』
は
、
そ
の
不
合
理
を
国
常
立

尊
と
伊
井
諾
尊
が

一
外
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い

２つ
。「塵
荊
抄
』
上

含
〓
一五
～
≡
三
ハ頁
）
で
も
、
国
産
み
神
話
を
語
っ
た

後
、
「鳥
羽
玉
」
の
歌
に
つ
い
て
、
ヨ
一流
抄
」
、
「古
今
和
歌
集
抄
」
の

説
を
受
け
て
で
あ
ろ
う
か
、
「凡
国
常
立
卜
伊
井
諾
卜

一
外
卜
云
事
在
」

と
す
る
の
で
あ
る
。

２

「父
の
遺
筆
」
と

「
一
丁
の
幼
案
」
の
こ
と

他
方
、
「長
能
私
記
」
が
、
業
平
中
将
の
逝
去
に
つ
い
て
語
る
記
事

が
、
桃
園
文
庫
蔵

『伊
勢
物
語
之
抄
』
の
奥
に
見
え
る
。

同
鮒
利
詞
云
、
羽
林
発
二
天
地
一以
来
五
十
六
歳
、
一九
慶
第
四
之
天

仲
夏
下
旬
之
候
、
於
洛
陽
城
東
郷
告
二
逝
去
」
施

蓬
左
文
庫
蔵

『伊
勢
物
語
抄
』
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
形
で
見
え
る
が
、
業

平
の
没
年
に
つ
い
て
は
、
「尊
卑
分
脈
』
に
、
「元
慶
四
五
十
八
卒
五
十

六
」
と
あ
り
、
史
実
に
合
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「長
能
私
記
」
の
語
は
な
い
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『玉
伝
深

秘
巻
」
（図
書
寮
、
伏
―
一
一五
四
）
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

△
一莉
鶏
ハ
澱
締
天
舅
ノ
曝
天
長
二
仁
δ
Ｌ
諄
ぶ
↓シ
テ
、
形
膨

四
戊子年
残
。
院
薩
膨
ノ
征
事
慟
。
麓
五
十
六
ナ
リ
ト
云
々
。

こ
こ
で
は
、
業
平
の
誕
生
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
が
、
こ
の

コ
死
慶
四

年
逝
去
の
事
」
は
、
「定
家
流
伊
勢
物
語
註
』
公
一五
二
頁
）
で
も
、
や
や

詳
し
く
記
さ
れ
る
。

何
ナ
リ
ケ
ル
事
ヮ
思
ヒ
ケ
ル
ト
キ
ニ
カ
ト
云
ハ
此
段
種
々
義
ア
リ

一

義

ス̈
元
慶
四
年
五
月
廿
八
日
未
剋
二
死
ヌ
ル
ニ
廿
七
日
朝
此
伊
勢
ノ
一
一

義
ヲ
令
レ
授
之
仁
ナ
キ
ア
ヒ
タ
思
ヒ
煩
テ
ヨ
メ
リ

思
事
イ
ハ
テ
ソ
タ
ヽ
ニ
ヤ
ミ
ヌ
ヘ
キ
我
ト
ヒ
ト
シ
キ
人
シ
ナ

ケ
レ
ハ

製
群
羹
堺
聖
卸亜
釜
鼎
鷲
豪
制卿

天
仲
夏
下
旬
之
候
、
於
二
洛
陽
城
為
郷
■
Ｆ
逝
九
一畢
ヌ
ト
云
今
。

こ
こ
に
は
、
「伊
勢
の
二
義
の
深
理
」
が
滋
春
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。

「長
能
私
記
」
の
名
は
見
え
な
い
が
、
こ
の

「思
事
」
の
歌
は
、
「塵

荊
抄
』
上

（三
四
六
上
一一四
七
頁
）
に
も
見
え
る
。
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間
、
伊
勢
物
語
之
内
、
深
秘
ノ
歌
在
卜
云
ヘ
リ
。
彬
ァ
歌
ニ
テ

侍
リ
ケ
ル
哉
。
答
、
其
コ
ソ
此
道

【
ノ
秘
中
ノ
秘
ニ
テ
候
。
先
此

物
語
卜
申
ハ
、
在
原
中
将
業
平
卿
作
給
テ
、
未
ダ
世
二
弘
メ
給
ハ

デ
失
ニ
キ
。
ゎ
在
経
ガ
九
、
伊
勢
二
遺
言
シ
テ
世
上
二
伝
フ
。
凡

一
部
ノ
内
、
大
棚
ハ
伊
勢
ガ
事
ヲ
書
給
ヘ
リ
。
故
二
是
ヲ
伊
勢
物

語
卜
名
付
給
者
也
。
…
中
略
…

思
フ
事
言
ハ
デ
只
ニ
ヤ
休
ナ
マ
シ
我
ト
ヒ
ト
シ
キ
人
シ
ナ
ケ

レ
バ

ト
パ
カ
リ
ニ
テ
出
給
フ
ヲ
、
袖
ヲ
ヒ
カ
ヘ
テ
問
臭
バ
、
伊
勢
ヨ
リ

ト
テ
失
ニ
ケ
リ
。
サ
テ
ハ
恭
モ
太
神
宮
ノ
御
使
卜
心
得
、
其
ヨ
リ

伊
勢
物
語
ト
ハ
申
共
云
ヘ
リ
。

だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
『定
家
流
伊
勢
物
語
註
』
が
、
「伊
勢
の
二
義
の

深
理
」
を
滋
春
に
伝
え
た
と
す
る
の
に
対
し
、
「塵
荊
抄
」
は

「深
秘
の

歌
」
を
紀
在
経
女
が
伊
勢
に
遺
言
し
て
世
上
に
伝
え
た
な
ど
と
す
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「思
事
」
の
歌
を
詠
む
の
も
、
前
者
が
業
平

な
の
に
対
し
、
後
者
は
太
神
宮
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
、
「塵
荊
抄
』

上

公
一一四
八
頁
）
に
は
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
次
の
記
事
も
見

え
る
。問
日
、
思
事
静
ハ
デ
只
ニ
ヤ
休
ナ
マ
シ
ト
ハ
。
答
日
、
是
コ
ソ
業

平
卿
ノ
深
ク
秘
サ
シ
歌
卜
申
ス
。
彼
卿
ハ
五
十
代
平
城
天
皇
ノ
孫

二
彫
弓

親
王
ノ
子
息
也
。
或
時
ハ
聘
財

翁
卜
成
テ
、
一二
千
七
百

丹
二
人
ノ
女
二
契
ヲ
結
ビ
、
互
二
得
道
ノ
縁
ト
ス
。
或
説
ニ
ハ
大

日
亦
観
音
ノ
後
身
卜
云
ヘ
リ
。
専
大
聖
文
殊
ト
シ
テ
竜
女
ガ
成
仏

ノ
道
ヲ
明
メ
タ
リ
。

業
平
は
、
あ
る
時
は
、
「閑
麗
翁
」
と
な
り
、
ま
た
、
大
日
如
来

・
観

音
菩
薩
の
後
身
と
も
言
わ
れ
、
文
殊
菩
薩
と
も
な
る
と
言
わ
れ
る
。
そ

の
身
で
詠
む
の
が
こ
の
歌
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『王
伝
深
秘
巻
」
（先
掲
）
で

は
、
「長
能
私
記
」
の
名
は
見
え
な
い
が
、
業
平
は
、
真
雅
僧
正
の
弟
子

で
あ
り
、
「好
賢
」
と
い
う
法
名
を
も
ち
、
胎
金

・胎
蔵
の
両
部
の
奥
儀

を
極
め
た
が
、
そ
れ
を
人
に
言
わ
な
い
で
終
わ
っ
た
と
い
う
。
「塵
荊

抄
」
で
は
、
業
平
は
大
日
如
来
の
後
身
と
言
わ
れ
、
そ
の
如
来
の
後
身

で
あ
る
業
平
の
歌
の

「思
事
」
が
、
真
言
の
深
義
だ
と
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
あ
た
り
、
「思
事
」
の
歌
に
つ
い
て
、
真
言
の
密
教
的
立
場

か
ら
の
解
釈
の
合
理
化
が
な
さ
れ
る
。

他
方
、
「伊
勢
の
二
義
」
に
つ
い
て
は
、
「滋
春
序
」
の

『伊
勢
物
語

髄
脳
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

千
葉
破
と
い
ふ
事
、

…
中
略
…
ま
よ
ひ
を
み
ち
び
か
む
た
め
な
れ
ば
、
す
る
も
せ
ぬ
も
、

よ
き
に
も
あ
ら
ず
、
あ
し
き
に
も
非
ず
、
も
と
よ
り
の
伊
勢
な
れ

ば
也
。
こ
の
心
を
も
て
、
日
翻
瑠
鋼
側
劃
司
に
よ
み
て
い
は
く
、

い
せ
に
し
て
い
せ
を
ば
い
か
ゞ
の
ぞ
く
べ
き

す
る
て
の
い
せ
も
い
せ
の
い
せ
に
て

此
さ
と
り
を
よ
く
ノ
ヽ
た
づ
ね
さ
と
る
べ
き
也
。
ゆ
め
ノ
ヽ
お
ぼ

つ
か
な
き
事
あ
ら
む
ほ
ど
は
、
我
い
ま
だ
さ
と
り
を
え
ず
し
て
あ

り
と
し
て
、
万
の
も
の
を
、
こ
の
伊
勢
の
二
儀
に
な
す
べ
き
ち
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ま
る
で
、
謎
解
き
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

「長
能
私
記
」

の
言
葉
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
先
に

「三
流
抄
」
、
「冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
で
も
触
れ
た

こ
と
だ
が
、
大
津
有

一
氏
蔵

『伊
勢
物
語
註
解
」
で
も
、
滋
春
は
、
「父

の
遺
筆
」
に

「
一
丁
の
幼
案
」
を
加
え
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
に
似
た
記
事
は
、
「太
鏡
底
容
抄
』
に
も
見
え
る
。

報
酬
劃
制
『
云
男
滋
ふ
文
ん
遺
筆
奴
二
一
ケ
之
続
為
一セ
リ
鴻
行

こ
こ
で
は
、
「父
公
」
（業
平
）
が

「文
公
」
と
な
っ
て
お
り
、
「幼
案
」

が

「紅
案
」
に
な
る
な
ど
、
本
文
異
同
が
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
先

に
指
摘
し
た

『古
今
秘
事
相
承
之
来
由
』
（仮
題
）
に
似
た
記
事
が
展
開

し
て
い
る
。

ま
た
、
「伊
勢
物
語
見
聞
書
抄
』
上
巻
に
は
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。

側
翻
冽
記
ズ
、
父
云
ル
遺
筆
加
・Ｌ
打
愚
案
一
ヲ
ト
滋
春
イ
エ
ル
ト

書
ハ
、
自
筆
本
ヲ
カ
キ
ハ
テ
ズ
シ
テ
、
中
将
元
慶
四
年
五
月
廿
八

日
夜
半
東
山
ニ
シ
テ
逝
去
シ
ヌ
。
子
時
息
男
滋
春
少
将
、
セ
リ
河

行
幸
ョ
リ
ヲ
ク
ハ
書
続
夕
Ｌ
に

こ
の

「滋
春
」
は
、
「勅
撰
作
者
部
類
』
に
よ
れ
ば
、
「六
位
内
舎
人

中
将
在
原
業
平
男
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「滋
春
少
将
」
と
さ
れ

る
。
こ
れ
は
先
に
あ
げ
た

『塵
荊
抄
』
や
「冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
で

も
同
様
で
あ
り
、
「玉
伝
集
和
歌
最
頂
』
玉
伝
事
末
尾
付
記
に
は
、
次
の

記
事
が
見
え
る
。

此
於
二
玉
伝
一者
千
人
に

一
人
も
授
る
事
な
か
れ
。
是
は
業
平
よ
り

二
男
滋
春
に
歌
の
深
義
を
授
け
し
中
に
、
ゆ
る
さ
ず
し
て
、
貞
観

十
三
年
五
月
の
勅
使
の
時
、
伊
勢
太
神
官
に
奉
、
玉
の
み
く
ら
に

納
た
り
し
を
、
醍
醐
天
皇
の
御
時
、
延
喜
三
年
八
月
に
中
納
言
兼

勅
使
に
て
太
神
宮
よ
り
給
て
帝
に
奉
れ
り
と
い
へ
鴫
∝

先
に

「少
将
」
で
あ
っ
た
滋
春
は
、
こ
こ
で
は
、
「中
納
言
」
に
な
っ

て
お
り
、
ヨ
一流
抄
』
で
は
伝
え
ら
れ
る
べ
く
も
な
か
っ
た

「玉
伝
」
ま

で
が
太
神
宮
よ
り
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
時
代
と
と
も

に
、
次
第
に
滋
春
の
官
職
も
高
く
な
っ
て
い
く
過
程
が
見
え
る
。

業
平
が
大
和
言
葉
に
し
た

「伊
勢
物
語
」
に
、
滋
春
は
さ
ら
に
加
筆

を
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
「
セ
リ
河
行
幸
ョ
リ
ヲ
ク
」
で
あ
っ
た
と
い

う
。
先
の

コ
三
流
抄
』
で
も
、
「芹
川
ノ
行
幸
ョ
リ
奥
是
也
」
と
言
っ
て

い
る
が
、
そ
の

「
セ
リ
河
行
幸
」
に
相
当
す
る
章
段
は
、
第
百
十
四
段

の
記
事
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
章
段
は
、
初
冠
本
の
冒
頭
の
章

段
を
想
起
さ
せ
る
。
「
い
と
な
ま
め
い
た
る
を
ん
な
は
ら
か
ら
」
を
見

て
、
「き
た
り
け
る
か
り
ぎ
ぬ
の
す
そ
を
き
り
て
、
う
た
を
か
き
て
や

る
」
と
い
う
男
の
行
為
に
対
し
て
、
こ
の
章
段
で
も
、
「す
り
か
り
ぎ
ぬ

の
た
も
と
に
、
か
き
つ
け

ゝ
る
」
と
い
う
行
為
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
冒
頭
章
段
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
こ
の

芹
川
行
幸
は
、
業
平
没
の
元
慶
四
年
か
ら
す
で
に
七
年
目
に
な
っ
て
い

る
。
芹
川
の
行
幸
の
後
の
章
段
は
い
か
に
も
滋
春
の
加
筆
章
段
に
ふ
さ

わ
し
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

滋
春
に
は
あ
ま
り
多
く
の
和
歌
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「古
今
和

歌
集
』
に
は
六
首

（内
一
首
は
作
者
存
疑
）
の
歌
が
入
集
し
て
お
り
、
「新
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勅
撰
和
歌
集
』
に
も

一
首
入
集
し
て
い
る
。
特
に

『古
今
和
歌
集
」
に

は
、
物
名
の
歌
が
多
く
、
壬
生
忠
琴
と
の
歌
の
贈
答
が
見
え
る
。

そ
し
て
、
「和
歌
色
葉
」
に
は
、
「在
原
中
将
の
伊
勢
物
語
、
在
次
滋

春
が
大
和
物
議
堕

と
あ
り
ヽ
「代
集
』
物
語
の
項
に
も
、
「滋
春
が
大
和

物
金
中
こ
の
し
げ
は
る
は
在
中
将
が
次
男
、
む
ね
や
な
が
お
と
ヽ
也
。
一説
ニ
ハ
伊
勢
が
ヽ

け
る
と
も
い
ふ
。（『
の
記
事
が
見
え
る
。
滋
春
は
、
「大
和
物
語
』
の
作
者

に
も
擬
せ
ら
れ
、
「伊
勢
物
語
」
に
加
筆
を
す
る
ほ
ど
の
滋
春
な
ら
、
「大

和
物
語
』
の
成
立
に
も
関
与
し
て
お
か
し
く
は
あ
る
ま
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

結

『伊
勢
物
語
註
解
』
（四
〇
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

劇
劇
利
記
ズ
、
人
丸
は
何
人
ぞ
。
得
二
耳
外
之
名
一と
か
け
り
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「塵
荊
抄
』
上

含
〓
全

～
ニ
ユ全
一頁
）
に
は
、
こ
の

人
丸
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
答
え
が
見
え
る
。

人
丸
者
四
十
代
天
武
天
王
三
仁
呼
だ
、
人
月
三
日
石
見
国
戸
田

郡
山
里
卜
云
処
二
ヵ箋
ゅィ
ノ
家
斜
卜
云
、
民
家
ノ
苑
二
柿
木
ア
リ
。

彼
木
二
出
現
ス
ル
人
也
。
其
歳
二
十
歳
計
之
年
齢
也
。
コ究
雪
ョ
「
．

測
ノ、‐
何
月
羽
「
創
副
「
覇
ヨ
刻
「
別
瓢
綱
鋼
劇
劇
利
創
劉
劇
刻
刊

剣
剋
ｄ
引
例
「
劇
莉
翻
引
欄
罰
淵
制
御
獣
り
家
命
此
趣
ヲ
丹
後
ノ

国
司
冬
通
二
申
。
季
通
即
帝
二
奏
ス
。
帝
悦
ビ
思
食
シ
テ
御
静
読

ノ
為
二
召
シ
テ
、
石
見
ノ
権
守
二
任
ジ
、
姓
ヲ
柿
下
卜
賜
。
九
月

三
日
右
京
大
夫
正
四
位
下
、
次
年
春
島
大
夫
正
三
位
上
兼
幡
磨
守

賜
正
三
位
内
大
臣
、
孝
謙
天
皇
御
宇
也
。
又
人
丸
卜
名
付
事
ハ
住

吉
大
明
神
化
身
也
。

後
続
の
記
事
を
省
略
し
た
が
、
興
味
深
い
記
事
が
続
く
。
宮
内
庁
書

陵
部
蔵

『玉
伝
神
秘
巻
』
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
が
見
え
、
「冷
泉
家

流
伊
勢
物
語
抄
』
會
三
五
頁
）
に
は
、
さ
ら
に
次
の
記
事
が
見
え
る
。

同
劇
詞
二
云
、
司
遡
翻
矧
劃
馴
創
「
有
嬢
ゴヽ悦
、
其
詞
寿
也
と
い
ふ
。

さ
れ
ば
、
な
ま
心
と
は
、
よ
き
心
也
。

「長
能
私
記
」
が
い
う

「貫
之
得
和
可
之
外
」
は
、
「
（人
丸
）
得
二
腎

妹
之
名
こ

に
似
て
い
る
。
こ
れ
は
、
和
歌
の
秘
説
を
伝
授
さ
れ
た
者

に
共
通
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

「塵
荊
砂
』
上

（一
一≡
二
頁
）
は
さ
ら
に
言
う
。

∋
刃
翁
卜
云
事
ア
リ
。
是
ハ
住
吉
人
丸
卜
化
シ
、
人
丸
又
業
平
ト

化
シ
テ
此
道
ヲ
弘
ム
。
三
人

一
身
ノ
故
二
二
人
翁
卜
云
ヘ
リ
。

貫
之
は
、
業
平
が
住
吉
明
神
よ
り
授
か
っ
た

「玉
伝
」
を
延
喜
帝
経

由
で
手
に
し
て
い
る
。
貫
之
が
人
丸
の
ご
と
く

「得
和
可
之
外
」
と
さ

れ
る
の
も
そ
う
い
う
論
理
に
基
づ
く
表
現
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ

は
、
「玉
伝
」
に
入
代
集
の
根
源
を
見
、
「阿
古
根
浦
口
伝
」
に

「伊
勢

物
語
」
の
根
源
を
見
る
説
で
、
さ
ら
に
、
そ
の
解
釈
の
矛
盾
を
解
消
す

る
た
め
に
、
国
常
立
尊
と
伊
弊
諾
と
を
二
名

一
外
と
す
る
。
業
平
と
住

吉
明
神
と
を
、
さ
ら
に
人
丸
と
住
吉
明
神
と
を
も
二
名

一
体
と
し
て
し

ま
う
説
な
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う

「長
能
私
記
」
を
含
む
作
品
を
眺
め
て
み
る
と
、
「伊
勢
物
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議
巴

の
注
釈
書
関
係
の
も
の
は
、
「阿
古
根
浦
口
伝
」
、
「玉
伝
深
秘
巻
」
、

「
口
中
深
存
義
」
、
「伊
勢
物
語
髄
脳
」
な
ど
、
冷
泉
為
相
が
所
持
し
て
い

た
と
い
う

「冷
泉
家
草
子
目
録
」
に
、
そ
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
ョ
一

流
抄
』
、
「昆
沙
門
堂
本
古
今
集
注
」
、
「冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
」
な
ど

も
、
確
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
し
い
注
釈
書
が
そ
の
目
録
に
見
え
る
。

そ
う
い
う
冷
泉
為
相
の
周
辺
に
あ

っ
た
注
釈
書
が
冷
泉
家
に
伝
来
し
、

能
の
謡
曲
の
詞
章
に
も
取
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
武
家
社
会
と
寺
院
社
会

に
幅
広
く
伝
播
し
、
様
々
な
変
形
を
し
な
が
ら
、
や
が
て
冷
泉
持
為
の

下
冷
泉
家
に
伝
わ
り
、
そ
れ
ら
が
持
為
の
弟
子
の
木
戸
孝
範
の
著
と
お

ぼ
し
い

「塵
荊
抄
」
に
伝
わ

っ
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注（１
）
市
古
貞
次

『塵
荊
抄
』
上
、
古
典
文
庫
、
昭
和
五
九
年

一
月
、
二
四
一
頁
。

（２
）
片
桐
洋
一
「中
世
勢
語
注
釈
書
研
究
ノ
オ
ト
よ
リ
ー
冷
泉
家
草
子
目
録
所
引

伊
勢
物
語
関
係
書
を
め
ぐ
っ
て
―
」
文
林
、
第

一
号
、
昭
和
四
一
年

一
二
月
。

（３
）
片
桐
洋

一
「中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
〓

一、
赤
尾
照
文
堂
、
昭
和
四
八
年

四
月
、
三
二
七
頁
。
以
下
、
ョ
一流
抄
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
、
頁
数
を

記
し
、
詳
細
な
出
典
は
省
記
し
た
。

（４
）
伊
達
文
庫
蔵

『和
歌
師
資
相
伝
血
脈
譜
』
伊
九

一
一
二
一〇
一
一―
二
な
ど
。

（５
）
石
神
秀
晃

「宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『金
玉
双
義
』
翻
刻
併
解
題
上
」
三
田
国

文
、
第

一
五
号
、
平
成
三
年

一
二
月
。

（６
）
小
山
弘
志

・
佐
藤
健

一
郎
校
注

・
訳
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『謡
由

集
』

一
、
小
学
館
、　
一
九
九
七
年
五
月
、
三
五
頁
。

（７
）
金
沢
市
教
育
委
員
会

・
金
沢
古
典
文
学
研
究
会
編
、
金
沢
市
立
図
書
館
蔵

『謡
言
粗
志
―
翻
刻
と
校
異
―
」
上
巻
、
平
成
元
年
二
月
、
九
～

一
〇
頁
。

（８
）
稲
賀
敬
二
・
森
川
康
雄
翻
刻

含
王
朝
細
流
抄
』
第
２
集
、
平
成
九
年

一
〇

月
）
。

（９
）
拙
稿

「古
今
和
歌
集
抄
の
翻
刻
と
解
題
―
官
内
庁
書
陵
部
蔵
寛
永
九
年
写

本
―
」
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
、
第

一
二
巻
、　
一
九
九
八
年
二
月
。

（
１０
）
先
掲

『中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
」
二
、
三
九
六
頁
。
以
下
、
本
文
中
に

頁
数
を
記
し
、
詳
細
な
出
典
は
省
記
し
た
。

（
Ｈ
）
片
桐
洋

一
「昆
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
八
木
書
店
、
平
成

一
〇
年

一
〇
月
。

八
六
～
八
七
頁
。

（
‐２
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
五
八
巻
『和
歌
物
語
古
註
績
集
』
八
木
書
店
、
昭

和
五
七
年

一
一
月
、
二

一
六
頁
。

（
‐３
）
大
津
有

一
『伊
勢
物
語
古
注
釈
の
研
究
』
石
川
国
文
学
会
、
昭
和
二
九
年

二
月
、
四
〇
頁
。

（
‐４
）
慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
編
、
国
文
学
論
叢
第
三
輯

コ
士
安
文
学
研

究
と
資
料
』
至
文
堂
、
昭
和
三
四
年

一
一
月
所
収
。
長
尾

一
雄
翻
刻
、
二
五

二
頁
。
読
解
の
使
の
た
め
、
以
下
、
私
に
句
読
点
な
ど
を
付
し
た
。

（
‐５
）
萩
谷
朴
、
同
朋
舎
、　
一
九
九
五
年
五
月
。

（‐６
）
片
桐
洋

一
『伊
勢
物
語
の
研
究
」
資
料
編
、
明
治
書
院
、
昭
和
四
四
年

一
月
、

四
五
五
～
四
五
六
頁
。
以
下
、
本
文
中
に
頁
数
を
記
し
、
詳
細
な
出
典
は
省
記

し
た
。

（
‐７
）
同

『伊
勢
物
語
の
研
究
』
資
料
編
、
三
三
二
頁
所
収
。

（
‐８
）
先
掲

「伊
勢
物
語
古
注
釈
の
研
究
』
三
九
頁
。

（
‐９
）
同

『伊
勢
物
語
古
注
釈
の
研
究
』
四
〇
頁
。

（
２０
）
先
掲

『伊
勢
物
語
の
研
究
』
資
料
編
、
四
五
三
～
四
五
五
頁
。

（
２．
）
牧
野
和
夫

「繹
聖
云
撰

『太
鏡
底
容
抄
』
『太
鏡
百
錬
抄
』
解
説

・
翻
印
―

そ
の
一
、
「太
鏡
底
容
紗
』
―
」
か
が
み
、
三

一
号
、　
一
九
九
四
年
三
月
。
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（２２
）
『伊
勢
物
語
古
注
釈
の
研
究
〓
二
九
頁
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

「伊
勢
物
語
見

聞
書
抄
』
（図
書
寮
、　
一
五
二
―
九
七
）
参
照
。

（２３
）
日
本
歌
学
大
系
第
四
巻
。

（
２４
）
日
本
歌
学
大
系
第
二
巻
。

（
％
）
日
本
歌
学
大
系
第
五
巻
。

〔後
記
〕
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
今
治
市
河
野
美

術
館
、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
、
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
、
諸
方
面
の
お

世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
。

（ま

つ
ば
ら

。
か
ず
よ
し
　
鳴
門
教
育
大
学
教
授
）
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